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PIV・LESを用いた都市気流に関する構造分析とRANSモデルの評価

Study of flow structure and prediction accuracy of RANS model 
for urban flow using PIV and LES

LESを用いた乱流フラックスのモデル化に関する検討(中立)
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■平均風速

■解析対象（都市キャニオン）
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都市キャニオンにおける平均風速(上段：LES, 下段：k-εモデル)
都市キャニオンにおける平均風速

(風洞実験(上原ら(1998)))k-εモデルではLESと比較して平均風速の空間分布の予測精度が低下した。
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k-εモデルではLESと比較して都市キャニオン上端における
乱流エネルギーの生産が十分に再現されなかった。

■乱流エネルギー

■レイノルズストレスの収支構造
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■乱流エネルギーの生産構造

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

0 0.50.25-0.25-0.5

0.075

0

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

-0.5 0-0.25-0.75-1.0

0.075

0

0.5 1.00.750.25

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

-1.5 -1.0-2.0

0.075

0

-0.5 0 0.5 1.0 1.5 2.0

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

0 0.50.25-0.25-0.5

0.075

0

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

-0.5 0-0.25-0.75-1.0

0.075

0

0.5 1.00.750.25

x3

x1/H

x
3
/H

x1

1.0

0.75

0.5

0.25

0

-1.5 -1.0-2.0

0.075

0

-0.5 0 0.5 1.0 1.5 2.0

都市キャニオンにおける乱流エネルギー(上段：LES, 下段：k-εモデル)

Case AR1.0 Case AR0.5 Case AR0.25
都市キャニオンにおける乱流エネルギーの生産項

(上段：LES, 下段：k-εモデル)都市キャニオンにおけるレイノルズストレスの収支構造
(左：Case AR1.0, 中：Case AR0.5, 右：Case AR0.25)

都市キャニオン内においては拡散項(Diff.)が大きくなった。
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大気安定度 強不安定 弱不安定 弱安定 強安定

床面温度 T(0) 78.9℃ 39.7℃ 20.6℃ 20.5℃

気流温度 T(air) 19.8℃ 19.0℃ 38.4℃ 77.6℃

バルク
リチャードソン

数
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※大気安定度
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■平均風速・平均温度

■レイノルズストレス・乱流熱フラックス

都市キャニオン中心における平均風速・平均温度

k-εモデルではLESと比較して平均風速、平均温度の予測精度が低下した。

都市キャニオン中心におけるレイノルズストレス・乱流熱フラックスと生産構造

都市キャニオン内においては乱流熱フラックスの平均風速勾配による生産P3T(2)、浮力による生産G3Tが大きくなった。

都市キャニオンにおける平均風速・平均温度
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※P13：平均風速勾配による<u1’u3’>の生産、G13：浮力による<u1’u3’>の生産
※P3T(1)：平均温度勾配による<u3’T’>の生産、P3T(2)：平均風速勾配による<u3’T’>の生産

G3T：浮力による<u3’T’>の生産


